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金属電子論でよく知られているように, 3次元では平均の運動エネ/レギーとポテンシャ

ルエネルギーはそれぞれ r㌻2, r;1に比例するので9 rS- 0ではフ･ェ′レミ球を有す

るいわゆる electrongas を形成 し, rs--ではWignercr.ystalと云われる結晶格子

を形作るC2) この crystal-fluid transitionは rs～20で起こると予想 されるが,

これに対応する粒子数密度 nは S｡mic.ndu｡t｡,で n～0.2×1015/cm3と見積 られ,

純度の点から実験的に作ることは不可能である｡

ところが誘電体の表面上に電子をためると,鏡像力により表面に垂直な方向に対 して

離散的な束縛状態が生 じ,実際上2次元的な電子系が得られる｡また外部電場を適当に

加えることにより, nを105-1010/cm2の範囲でコントロールできる.従って

Wignercrystalから electrongas まで連続的に観測できる可能性がある.誘電体 と

しては,滑らかな表面が得られることなどから液体- リウムが最も望ましい｡

実際に2次元電子系が形成されていることは,サイクロトロン共鳴 3) マイクロ波吸

収に対するStark効果4)などによ ｡ , 実験的に確められている｡

短距離相互作用の場合 2次元では結晶が存存できないことは'旭 rmin5)がBogo卜

iubov不等式を使って証明しているが,これはクーロン相互作用の場合にはあてはまら

ず9相関関数

<[ul(育+言)一言(哀)][了(言)一五(o)] >

⊥ ∑-coskR｡1-coska)請N m kl

→
(但 し, uは変位, aは格子定数)が有限であることから, directionallongrange

order は存在す ることがわか るo IIKkneyとBrow16) は,104個の電子,n= =

1010/cm2の吸合で,computersimulationを行い,meltingpintと思われる3･1K

で比熱に スーtyPeの singularityを得ている｡
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2次元Wignercrystalは3角格子を組むことが知 られており,調和近似による計算

では,2つの phononmodeが存在 し,wl∝ V甘 wtα k という結果が得られる7)o

磁場中では叫 ニwc,W-=等 ㌢ -kV2 (W｡-eH/-C)とな｡,W-すなわ

ち' transversem∝leは softening をおこす8.)

Wignercrystelもchargedensitywaveの一種であり,conductivity がどうなる

か興味がある｡

2次元電子系として他にMOS反転層があるが9 impurityによる localizationが

問題になる｡
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